
 団体に対するヒアリング調査結果 

 

１．調査の概要 

■ヒアリングの概要 

調査名称 
君津市のまちづくりに関する団体ヒアリング 

（君津市総合計画後期基本計画策定に係る団体ヒアリング） 

調査目的 
市政運営とまちづくりに関する団体の意向を把握し、君津市総合

計画後期基本計画の策定における基礎資料とする。 

調査対象 君津市内で活動する団体 47 団体 

調査時期 令和７年 10 月 24 日（金）～12 月１日（月） 

調査方法 
・依頼：メール、郵送または手渡し 

・回収：Web、メール、FAX または窓口提出 

有効回収数 42 団体（有効回収率：89.4％） 

 

 

■調査の設問 

 本ヒアリングの設問は以下の通りである。なお、詳細は巻末の調査票を参照のこと。 

調査設問 内容 

問１ 活動・事業の概要 団体の活動・事業の概要 

問２ 活動の悩みや課題 団体が活動する上での、悩みや課題 

問３ 現状と課題の変化 関連施策に関する現状と課題の記述との変化 

問４ 関連施策の現在の充実度 関連施策の現在の充実度 

問５ 関連施策に対する意見 効果的な施策の提案、効果が低い施策に関する指

摘、継続したほうが良い施策に関する意見等 

問６ 今後の取組 団体の今後の活動で特に重点的に取り組む事 

問７ まちづくりへの意見・提案 まちづくりに関する意見・提案 
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２．調査の結果（概要） 

（１）活動の悩みや課題（問２） 

【問２】貴団体が活動する上での、悩みや課題はありますか。（複数回答可） 

 

 

 (n=42) 

悩みや課題 応答数 
回答件数に対する 

各項目の選択割合 

人員の不足、新規人員の確保 31 73.8% 

人員の高齢化 19 45.2% 

デジタル化等による活動の効率化 12 28.6% 

情報発信の強化 12 28.6% 

他団体との連携強化 10 23.8% 

活動資金の確保 10 23.8% 

活動内容の見直し 5 11.9% 

活動場所の確保 4 9.5% 

特になし 5 11.9% 

その他 5 11.9% 

合計 113 269.0% 

 

※その他の意見として、以下の回答があった。 

悩みや課題 関連施策 

会員事業所の事業承継 1-1 商工業振興 

地球温暖化防止対策を実施する上での 

物理的な用地不足や投資回収の予見性 
1-3 環境共生 

医師を含めた医療人材の不足 2-4 保健・医療 

君津市が弊社学童クラブに対し、子ども達

の未来や可能性を潰し続けていること。 
3-1 子育て 

会員の会費収入によって事業をやっている

が、３％程度の加入である。今後の事業の

継続が難しくなると思われる。 

4-5 防犯・消費生活・交通安全 

 

 

 「人員の不足、新規人員の確保」（73.8%）が最も多く、次いで「人員の高齢化」（45.2%）、 

「デジタル化等による活動の効率化」（28.6%）、「情報発信の強化」（28.6%）が続いた。 
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（２）関連施策の現在の充実度（問４） 

【問４】貴団体の活動に関連する君津市の施策について、「現在の充実度」は、どの程度

だと思いますか。（５段階評価） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※該当がなかった施策は空欄としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次の要領で点数換算し、平均値を算出した。 

とても充実している：５、ある程度充実している：４、どちらともいえない：３、 

あまり充実していない：２、 全く充実していない：１ 

 全体の平均値は、3.25 であった。 

 平均値が４（ある程度充実している）以上となったのは、次の３施策であった。 

「2-2 高齢者福祉」「2-4 保健・医療」「5-1 パートナーシップ」 

 平均値が２（あまり充実していない）以下となったのは、次の２施策であった。 

「1-4 観光」「2-5 スポーツ推進」 
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柱５ ともに創る

次世代につながるまち

充実度

全施策平均

3.25



3 
 

施策の現在の充実度（平均値）          (n=42) 

柱 施策 件数 
現在の充実度 
（平均値） 

柱１ 
経済と環境が調和したまち 

1-1 商工業振興 8 3.38 

1-2 農林業振興 3 3.33 

1-3 環境共生 2 3.50 

1-4 観光振興 1 1.00 

柱２ 
誰もがいきいきと生活でき
る地域共生のまち 

2-1 地域福祉 1 3.00 

2-2 高齢者福祉 1 4.00 

2-3 障がい者福祉 1 3.00 

2-4 保健・医療 1 4.00 

2-5 スポーツ推進 1 2.00 

柱３ 
安心して子育て・子育ちで
き学びを楽しめるまち 

3-1 子育て 13 3.08 

3-2 学校教育 1 3.00 

3-3 生涯学習   

3-4 文化・芸術振興 1 3.00 

3-5 多文化共生 2 3.50 

柱４ 
快適で安心して暮らせるま
ち 

4-1 防災・減災   

4-2 道路   

4-3 上下水道   

4-4 消防・救急   

4-5 防犯・消費生活・交通安全 2 2.50 

4-6 移動 3 3.33 

4-7 都市創造・住まい 2 2.50 

柱５ 
ともに創る次世代につなが
るまち 

5-1 パートナーシップ 8 4.00 

5-2 地域コミュニティ   

5-3 人権・男女共同参画   

5-4 公共施設マネジメント   

5-5 シティプロモーション   

5-6 行財政マネジメント   

全施策平均値 51 3.25 

（注）・関連施策が複数ある団体については、それぞれを合算して集計している。 

・該当がなかった施策は空欄としている。 

・回答数が少ない施策については参考値として扱う必要がある。 
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（３）関連施策に対する意見（問５） 

【問５】人口減少や高齢化等により、地方自治体の財政状況は年々厳しさを増しており、こ

れからのまちづくりでは、限られた財源をより効率的かつ効果的に配分し活用していくこ

とが求められます。 

そこで、貴団体の活動に関連する市の施策について、より効果的な施策のご提案、効果が

低い施策に関するご指摘、継続したほうが良い施策に関するご意見等がありましたら教え

てください。 

 

回答者の関連施策 施策に対する主な意見（要約） 

1-1 商工業振興  市制度融資（利子補給の減少）の影響が大きく、借換対応は

企業メリットになるため継続・充実を望む。 

 メイドインきみつの全国展開 

特産品の掘り起こしが十分でなく、久留里の名水やきみたま

スィーツなどの宣伝に力を尽くしていない。 

さらには、ふるさと物産館の魅力向上においても力不足を感

じる。 

 地域を支える事業者の経営力強化 

市より委託されている「君津市産業支援センター・きみつの

未来活力支援センター」の事業展開について、新たな取り組

みを実施するため、市の柔軟な対応を望む。 

企業誘致のため、君津インターチェンジ周辺のまちづくり、

空き公共施設の再利用、工業団地開発等）を推進。 

 企業誘致の推進 

君津インターチェンジ周辺等のまちづくりについて、ボール

パーク事業推進も重要だが、並行しての事業展開を求める。 

 企業誘致のため、企業設備投資に対する補助金、助成金、固

定資産税一部免除等。 

 学生の市内での就職（UIJ 含む）に関する施策として、金銭

面での支援をすることが有効だと思う。 

 子育て世代の共働き支援として病児保育の拡充。 

1-2 農林業振興  地元林業事業体等の担い手が継続的・安定的に防災を含めた

森林整備を実施できるようになれば、地域の雇用安定にも繋

がる。 

 農業体験・食育など都市農村交流の継続してほしい。 

 団体活動の前提として、会員農家の安定した農業経営の確立

が重要。 
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回答者の関連施策 施策に対する主な意見（要約） 

1-4 観光振興  観光資源の磨き上げ、情報発信の強化を継続してほしい。 

 公益的活動を行う団体への減免等も含め、市が寄り添い一体

となって地域を盛り上げてほしい。 

2-1 地域福祉  生活支援体制整備事業／重層的支援体制整備事業について、

「市としての目指す姿・ゴール」をもっと明確する必要があ

ると思う。現状、ゴール地点がはっきりしていないため、事

業に携わる生活支援コーディネーターや関係機関がどのよ

うに活動してよいかが不明慮だと感じる。 

2-2 高齢者福祉  2-1 と同様に、ゴールや理想像を明確化してほしい。 

2-4 保健・医療  医療人材不足、特に看護師不足への対策を検討してほしい。 

3-1 子育て  学童に関して、補助金をいただけることがとてもありがた

い。支出の大部分が人件費となっており、利用料だけでまか

なうことは困難。今後も継続してほしい。 

 補助金の申請にはとても手間にがかかる。大金を扱うので、

運営者への負担が大きい。保護者会運営でも円滑に申請でき

るシステム（手続き内容）になればと願う。 

 働き手の確保も難しい。支援員の高齢化もあり、働き手の確

保となる支援員の募集や講演会等市の取り組みとして取り

組んで窓口を広げてほしい。 

 子育て支援の連携の輪に学童も入れて欲しい。（現状は、学

童がその他の相談窓口や専門家、放課後デイ等と連携するこ

とが不可能。） 

 隠れ待機児童（本当は登録継続したいが定員オーバーで諦め

る上級生のご家庭等）がいるため、待機児童に対する対策の

手を緩めないで頂きたい。 

 待機児童数の調査の際、利用したいが諦めた児童数まで突っ

込んで調査をしてほしい。 

 当学童では生涯学習バスをお借りしてバスハイクを行い、子

供達が様々な経験をできるよう企画している。 

生涯学習バスも縮小傾向にあると聞いたが、子供たちはとて

も喜んで活動しているので、引き続き、利用できるようにし

てほしい。 

 人口減少社会を見据えて、子育ての物理的環境を中心部に集

約して、効率的な財政運営を目指していく。地方部は最小限

の人員で、最小限の最新かつ機能的な施設等に改修し、中心
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回答者の関連施策 施策に対する主な意見（要約） 

部(基幹保育園等)との緊急時の対応を含めた情報交換や人

的交流を密にしていく。 

 人口減少を相対的に食い止めるためにも、引き続き、子育て

支援環境の整備拡充を進めてほしい。 

 公園利用のルール・禁止事項が多く遊びにくいので、代替施

設や利用エリア設定などの工夫をしてほしい。 

3-2 学校教育  どの子どもも「君津の学校に通ってよかった」と思える学習・

学校環境の整備を進めてほしい。 

 不登校等の課題に対応する施策の充実に期待。 

3-4 文化・芸術振興  芸術文化の「見える化」（ホームページ制作等）を進め、若

い年代の関心を高め入会・活動を活性化したい。 

 世代や地域を超えた新たな分野の芸術文化活動を取り込み、

新たな時代に向かって組織を再編成することにより、君津市

から俯瞰してバランスのとれた芸術文化活動につながるの

ではないかと思う。 

3-5 多文化共生  公的年金・国民健康保険などの行政案内の多言語化（難しけ

れば英語）により、外国人が理解・対応できるようにしてほ

しい。 

 「気軽に集える機会」など施策内容が具体的に見えにくく、

外国人市民の意見を取り入れる必要がある。 

 外国人留学生等への支援金のあり方は慎重に検討したほう

がよい。 

4-5 防犯・消費生活・ 

交通安全 

 警察官の人員不足を補うため、交通指導員が街頭に立ちやす

い体制づくりや、交通安全協会への年会費納入等を市が推進

してほしい。 

4-6 移動  コミュニティバスは運賃見直し（値上げ）や回数券廃止など、

持続性を踏まえた運用を検討してほしい。 

 高齢者等の移動支援として、タクシー利用券の充実（対象拡

大、枚数・金額増）を検討してほしい。 

 バスに限らず、タクシー・デマンド交通・NPO 等も含め、利

用状況に見合った交通網の整理・導入を期待する。 

4-7 都市創造・住まい  都市機能の充実、良質な住宅の普及、空き家対策を今後も継

続してもらいたい。しかしながら、その認知度や普及率はま

だまだ低い為、補助金・助成金制度を充実させ、また告知活

動を活発化させるとともに、より多くの民間団体を巻き込ん
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回答者の関連施策 施策に対する主な意見（要約） 

だ協議会等の設立に向けて尽力いただきたい。 

 君津駅周辺と千葉ロッテマリーンズファーム施設周辺を核

にしたコンパクトシティを目指し、公共施設、医療施設、商

業施設及び住宅地を再配置。 

5-1 パートナーシップ  不動産の有効活用、建設会社との連携や資金支援、まちづく

りのアイデア提供（コンサル）など、官民連携の可能性を示

す意見。 

 子育て世代の転入に関する施策に金銭面での支援をするこ

とが有効だと思う。 
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３．団体に対するヒアリング調査 調査票 
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